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【スマートシティ】LINEアプリサービスを利用した、まちなかを多くの人々に
回遊してもらえるための実証実験を行います

　今回の実験は、熊谷市ＬＩＮＥ公式アカウントから実証実験のアプリサービスに
登録していただき実施しますので、アプリをダウンロードすることなく、ＬＩＮＥ
でお友達登録をしていただくことで参加がしやすくなっています。
アプリ内では、クーポンの配信だけなく、日本気象協会と連携し、かぜ予防指標に
基づく情報についても配信しますので、健康に気をつけたまちあるきを喚起しま
す。

実証実験実施主体者
熊谷スマートシティ推進協議会・熊谷市・日本電気㈱・㈱インデザイン・（一財）
日本気象協会

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

熊谷スマートシティ推進協議会事務局（熊谷市総合政策部企画課内）　竹村、持田、大澤

048-524-1111　内線528、228

タイトル

令和４年１月１６日（日）・２３日（日）・２月１９日（土）・２６日
（土）、その他任意の配信日

熊谷駅～熊谷スポーツ文化公園間の沿道周辺・両施設周辺など

（目的）
　イベント開催時のまちなかでの回遊性を高め、来街者が市内に滞在する時間が延
びるよう、また、市民が気象の変化に関わりなく快適に楽しい生活を送ることがで
きるよう、実証実験の実施により、市内の交流人口・関係人口ひいては居住人口の
増加につながる流れの構築を目指していきます。
（内容）
　ジャパンラグビーリーグワンの試合が熊谷ラグビー場で開催される令和４年１月
及び２月の４日間及び市内での気象の変化をタイミングとした任意の日に、ＬＩＮ
Ｅのアプリサービスとして開発した熊谷まちあるきアプリ「くまぶら」から、まち
なかの個店のクーポンを配信し、人々がそれをきっかけにどのような市内回遊を行
うのかを分析する実証実験を行います。
（効果）
　クーポンの使用時期・嗜好性・使用者の属性を分析することにより、来街者の好
みや人気の高いスポットなどを抽出することができるため、イベントが行われる際
のより効果的なお客様の呼び込みの参考となり、まちの活性化に寄与します。
（経緯）
　この事業は、本市が参画している熊谷スマートシティ推進協議会が、国土交通省
のスマートシティモデルプロジェクトに応募し提案した実行計画が、令和３年度先
行モデルプロジェクトとして採択されたことにより実施するものです。
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令和３年１２月２２日発表
担当課：企画課







熊谷スマートシティ実行計画 （埼玉県熊谷市）

ビジョン実現を目指し、暑さに対応したまち、モビリティ、スポーツの取組を展開。
暑さという熊谷市最大の都市課題に対応するため、３つの重点分野を軸に取組を推進。市域全体に展開可能
なサービスと来街者向けにスポーツまちづくりと連携したスマートサービスの提供により誰でも快適に過ごせるまちづく
りを目指す。都市OSについては分散型の整備を実施し、順次、機能連携や拡張予定。

実行計画

体制

取組内容
① アプリを活用した行動変容実証
都市環境の状況に即した（仮称）まちなか環境アプリを通じたクーポン配布や外出
のレコメンド情報提供による、行動変容効果を検証
② センシングされた都市環境データの情報提供
センシングされた都市環境データを（仮称）まちなか環境アプリを通じて利用者に
情報提供することによる、行動変容の喚起

・屋内・屋外の環境情報や危険情報を把握
・高齢者の熱中症リスクを把握・対処
・再生可能エネルギーの導入
・非日常利用時の交通需要に対応して待ち時間を最小化 等

暑い中でも快適に、楽しく、いきいきと暮らせるまちを形成することで、市の活性
化・魅力向上を実現し、人口減少の抑制を目指す。まちなかの快適なスポット
の紹介や快適時間帯でのクーポン配布による行動変容、モビリティの充実、ス
ポーツイベント実施時の人々のまちなかへの誘導等を実施。

スケジュール

目標を記載。

目標（KPI）


